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　10月12日、13日の両日、徳島県那賀町において、「四国
の森づくりin2013」を開催しました。� 【詳細は2頁】

鶴見四国森づくり実行委員長開会の挨拶

基調講演：「地域資源は宝の山」 分科会：「木材市場見学」
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雲
ひ
と
つ
な
い
晴
天
と
な
っ

た
一
〇
月
一
二
日
、
一
三
日

の
両
日
、
徳
島
県
那
賀
町
に
お

い
て
、
四
国
の
森
づ
く
り
実
行

委
員
会
、
四
国
の
森
づ
く
り
in

徳
島
実
行
委
員
会
主
催
に
よ

地
元
青
年
団
に
よ
る
人
形
浄
瑠
璃

る
「
四
国
の
森
づ
く
り
in
徳
島

２
０
１
３
」
が
『
「
山
村
社
会

の
に
ぎ
わ
い
」
と
「
多
様
な
森

林
の
形
成
」
を
め
ざ
し
て
』
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成

一
六
年
度
に
四
国
四
県
と
四
国

森
林
管
理
局
が
行
っ
た
「
四
国

の
森
づ
く
り
に
関
す
る
共
同
宣

言
」
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て
お

り
、
今
年
で
一
〇
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
す
。

　

初
日
は
、
鎌
瀬
農
村
舞
台
で

の
地
元
の
青
年
団
に
よ
る
人
形

浄
瑠
璃
で
幕
が
開
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
式
典
会
場
で
あ
る

相
生
ふ
る
さ
と
交
流
館
の
ホ
ー

ル
に
場
所
を
移
し
、
「
四
国
山

の
日
賞
」
の
表
彰
を
行
い
ま
し

た
。
受
賞
団
体
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
森
林
整
備
部
門

・
高
知
県
緑
サ
ポ
ー
タ
ー
会

（
高
知
県
）

○
木
材
利
用
部
門

・
株
式
会
社
ウ
ッ
ド
ピ
ア

（
徳
島
県
）

○
森
林
環
境
教
育
部
門

・
川
田
中
緑
の
少
年
隊（

徳
島
県
）

・
土
庄
町
大
部
財
産
区（

香
川
県
）

・
愛
治
緑
の
少
年
団(

愛
媛
県
）

・ 

喜
多
地
区
林
業
研
究
グ
ル
ー

プ
連
絡
協
議
会 

(

愛
媛
県
）

　

新
木
局
長
に
よ
る
受
賞
団
体

へ
の
表
彰
状
授
与
の
後
、
受
賞

団
体
を
代
表
し
て
、
三
団
体
が

日
頃
の
取
組
に
つ
い
て
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
「
地
域
資
源
は
宝

の
山
」
と
題
し
て
、
徳
島
県
上

勝
町
で
日
本
料
理
を
彩
る
季
節

の
葉
や
花
、
山
菜
な
ど
の
〝
つ

ま
も
の
〟
を
販
売
す
る
「
葉
っ

ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
考
案
し
た
横

石
知
二
氏
に
よ
る
基
調
講
演
が

行
わ
れ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

高
齢
者
が
上
手
に
活
用
す
る
様

子
な
ど
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
話

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
元
那
賀
町
の
森

林
管
理
受
託
セ
ン
タ
ー
室
長
で

あ
る
山
本
賢
明
氏
に
よ
る
「
那

賀
町
の
森
林
・
林
業
の
現
状
と

今
後
の
方
策
」
に
つ
い
て
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
「
搬
出
間
伐
・

木
材
市
場
現
場
見
学
」
、
「
紙
漉

き
体
験
」
、
「
森
の
健
康
診
断
」
、

「
山
の
シ
カ
食
害
を
考
え
る
」

の
四
分
科
会
に
分
か
れ
現
場
の

四国山の日賞受賞者

分
科
会
の
様
子
（
シ
カ
車
座
）

 

「
四
国
の
森
づ
く
り
in
徳
島
２
０
１
３
」
開
催

〈
技
術
普
及
課
〉
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一
一
月
七
日
、
高
知
県
馬
路

村
に
お
い
て
、
昭
和
三
八
年
に

廃
線
と
な
っ
た
魚
梁
瀬
森
林
鉄

道
の
遺
産
と
魚
梁
瀬
千
本
山
国

有
林
を
訪
ね
る
ツ
ア
ー
を
公
募

に
よ
る
二
四
名
の
参
加
を
得
て

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
、「
馬
路
村
公
認

む
ら
の
案
内
人
ク
ラ
ブ
」
に
協

力
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
バ
ス
の
中
で

「
中
芸
地
区
森
林
鉄
道
遺
産
を

保
存
・
活
用
す
る
会
」
が
作
成

し
た
ビ
デ
オ
を
見
て
、
森
林
鉄

道
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
な
が

ら
、
最
初
の
目
的
地
に
向
か
い

ま
し
た
。

　

安
田
川
沿
い
の
森
林
鉄
道
遺

産
の
明
神
口
橋
と
オ
オ
ム
カ
エ

隧
道
で
は
、
バ
ス
か
ら
降
り
て

先
達
の
施
工
技
術
な
ど
に
つ
い

て
、
む
ら
の
案
内
人
の
清
岡
さ

ん
よ
り
詳
し
い
説
明
を
受
け
、

建
設
に
携
わ
っ
た
人
々
の
苦
労

や
森
林
鉄
道
が
走
っ
て
い
た
時

代
の
村
の
繁
栄
が
偲
ば
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
釜
ケ
谷
桟
道
や
魚

梁
瀬
ダ
ム
展
望
台
で
も
、
説
明

を
聞
き
な
が
ら
見
学
し
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
に
向
か

う
車
中
で
も
、
案
内
人
の
清
岡

さ
ん
か
ら
馬
路
村
の
今
昔
や
森

林
・
林
業
の
歴
史
な
ど
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
ユ
ニ
ー

ク
な
話
し
ぶ
り
に
笑
い
が
絶
え

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

魚
梁
瀬
の
丸
山
公
園
で
は
復

元
さ
れ
た
森
林
鉄
道
に
希
望
者

が
体
験
乗
車
し
、
弁
当
を
食
べ

た
後
、
最
後
の
目
的
地
で
あ
る

千
本
山
ヤ
ナ
セ
ス
ギ
林
木
遺
伝

資
源
保
存
林
を
目
指
し
ま
し

た
。

　

千
本
山
で
は
、
登
山
口
に
あ

る
森
の
巨
人
た
ち
百
選
に
選

ば
れ
た
「
千
本
山

橋
の
大
杉
」
を
見

学
し
た
後
、
標
高

九
〇
〇
ｍ
に
あ
る

展
望
台
を
目
指
し

て
出
発
し
ま
し
た
。

天
気
に
も
恵
ま
れ

て
参
加
者
全
員
が

展
望
台
ま
で
無
事

登
る
こ
と
が
で
き
、

樹
齢
二
〇
〇
年
～

三
〇
〇
年
の
ヤ
ナ
セ
ス
ギ
美
林

と
の
ふ
れ
あ
い
に
、
皆
さ
ん

ご
満
足
い
た
だ
け
た
よ
う
で
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
巨
木
を

見
て
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し

た
。
」
「
森
林
を
守
る
こ
と
の
大

切
さ
に
気
づ
き
ま
し
た
。
」
な

ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
有
意

義
で
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

視
察
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

二
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

夜
の
懇
親
会
を
含
め
、
四
国
四

県
の
森
づ
く
り
に
つ
い
て
、
よ

り
交
流
を
深
め
、
連
携
を
し
て

い
こ
う
と
確
認
し
て
、
有
意
義

な
二
日
間
が
終
了
し
ま
し
た
。

千本山橋の大杉（森の巨人たち100選）

森
林
鉄
道
体
験
乗
車

 

「
千
本
山
と
森
林
鉄
道
遺
産
を
訪
ね
て
」

～
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業
～
　
　
　

〈
技
術
普
及
課
〉
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一
〇
月
二
日
か
ら
三
日
に

か
け
て
鹿
児
島
県
の
准
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
一
行
九
名
が
来
高

し
、
四
万
十
署
管
内
の
新
道
山

国
有
林
及
び
嶺
北
署
管
内
の

「
高
知
お
お
と
よ
製
材
（
株
）
」

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
一
〇
月
二
日
の

夕
方
に
は
、
当
局
や
高
知
県

の
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
等
を
交

え
、
鹿
児
島
県
に
お
け
る
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
育
成
活
動
の
取
組
、

コ
ン
テ
ナ
苗
を
活
用
し
た
密

着
造
林
の
手
法
や
森
林
作
業

に
必
要
な
資
材
を
安
定
的
に

供
給
す
る
た
め
の
取
組
で
あ

り
、
本
日
行
う
森
林
整
備
は

私
た
ち
の
孫
や
ひ
孫
に
役
立

つ
有
意
義
な
作
業
で
す
。
」
と

の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
作

業
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
主
に
雑
草
木
の

刈
り
払
い
と
、
植
生
保
護
管

（
ヘ
キ
サ
チ
ュ
ー
ブ
）
を
外
し

　

台
風
の
影
響
に
よ
り
一
週

間
延
期
と
な
っ
た
「
伊
予
之

二
名
島
古
事
の
森
」
の
森
づ

く
り
活
動
を
一
一
月
二
日
に

愛
媛
県
久
万
高
原
町
の
サ
ル

谷
山
国
有
林
（
石
鎚
山
系
の

中
腹
）
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
松
山
城
や
道

後
温
泉
本
館
な
ど
木
の
文
化
を

象
徴
す
る
伝
統
的
な
木
造
建
造

物
の
修
復
材
確
保
を
目
的
に
、

伊
予
之
二
名
島
古
事
の
森
育
成

協
議
会
と
の
協
定
に
基
づ
き
、

平
成
一
九
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
で
す
。
七
回
目
と

な
っ
た
今
年
は
、
一
般
公
募
に

よ
る
参
加
者
一
二
名
を
含
む
総

勢
一
五
名
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
育
成
協
議
会
の
会

長
で
あ
る
愛
媛
大
学
江
﨑
名

誉
教
授
か
ら
、
「
伝
統
的
な
木

造
建
築
物
の
定
期
的
な
修
復

た
後
に
倒
れ
て
し
ま
っ
た
植

栽
木
を
起
こ
す
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
第
一

回
目
の
植
樹
に
参
加
し
て
い

た
方
が
お
り
、
「
あ
れ
か
ら
数

年
経
つ
が
、
植
栽
木
よ
り
雑

草
木
が
こ
れ
ほ
ど
大
き
く
な

る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
」
と

の
驚
き
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
支
柱
を
使
っ
た

倒
木
起
こ
し
を
行
う
な
ど
、

愛
媛
森
林
管
理
署
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
森
林
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

倒
れ
た
木
を
起
こ
す
作
業
の
様
子

森づくり活動に参加された皆様

 

「
伊
予
之
二
名
島
古
事
の
森
」
森
づ
く
り
活
動

〈
技
術
普
及
課
〉

 

鹿
児
島
県
の
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
が
来
高

〈
技
術
普
及
課
／
四
万
十
森
林
管
理
署
〉
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く
架
線
は
設
備
中
で
し
た
が
、

説
明
に
あ
た
っ
た
四
万
十
署

の
職
員
に
索
張
方
法
や
壊
れ

に
く
い
森
林
作
業
道
の
作
設

等
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
、

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
し
て
の

意
識
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
後
と
も
交
流
等
を
通
じ

て
技
術
の
研
鑽
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
〇
月
一
四
日
、
恒
例
と

な
り
ま
し
た
「
秋
期
緑
の
街

頭
募
金
」
が
、
「
緑
の
募
金
で

ふ
せ
ご
う
地
球
温
暖
化
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
公
益

社
団
法
人
高
知
県
森
と
緑
の

会
主
催
に
よ
り
、
高
知
市
の

中
央
公
園
及
び
帯
屋
町
筋
で

道
の
作
設
な
ど
最
近
の
林
業

情
報
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
日
程
の
都
合

で
多
く
の
時
間
を
取
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
活
発
な
意
見

交
換
が
で
き
、
有
意
義
な
時

間
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
四
万
十
署
管
内
の

架
線
及
び
路
網
を
使
っ
た
搬

出
間
伐
箇
所
で
は
、
あ
い
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
発
式
の
後
、
新
木
局
長

を
初
め
約
五
〇
名
の
街
頭
募

金
協
力
者
が
参
加
し
、
ア
ー

ケ
ー
ド
を
行
き
交
う
人
々
に

大
き
な
声
で
募
金
の
協
力
を

呼
び
か
け
る
と
共
に
、
森
林

の
大
切
さ
や
、
こ
の
募
金
が

森
林
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
訴
え
ま
し

た
。

　

当
日
は
日
差
し
が
強
く
、

汗
ば
む
よ
う
な
陽
気
で
し
た

が
、
休
日
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
子
ど
も
か
ら
年
配
の
方

ま
で
、
募
金
へ
の
呼
び
か
け

に
応
え
て
い
た
だ
き
、
た
く

さ
ん
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
「
緑
の
募
金
」
は
高

知
県
内
の
森
づ
く
り
活
動
な

ど
に
役
立
て
ら
れ
る
ほ
か
、

国
際
緑
化
事
業
な
ど
様
々
な

当
局
・
高
知
県
・
鹿
児
島
県

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
等
意
見
交
換
会

間伐作業、森林作業道作設等の現地視察

事
業
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 

緑
の
募
金
出
発
式

（
右
か
ら
二
番
目
新
木
局
長
）

 

子
ど
も
達
も
活
躍

 

『
秋
期
緑
の
街
頭
募
金
』
開
催

〈
技
術
普
及
課
〉
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一
〇
月
一
〇
日
、
愛
媛
県

松
野
町
立
松
野
西
小
学
校
の

四
年
生
二
五
名
を
対
象
に
、

今
年
度
五
回
目
と
な
る
森
林

教
室
（
炭
焼
き
体
験
）
を
行

い
ま
し
た
。

　

九
月
二
七
日
、
愛
媛
県
松
野

町
立
松
野
西
小
学
校
四
年
生

二
五
名
を
対
象
に
「
治
山
模
型

を
使
っ
た
水
の
浸
透
実
験
」
と

「
土
壌
に
す
む
生
物
」
の
出
前

授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

年
間
六
回
の
授
業
も
は
や
四

回
目
、
子
ど
も
た
ち
も
総
合
学

習
の
時
間
を
待
ち
か
ね
て
い
る

ら
し
く
、
町
内
で
出
会
う
と
「
次

は
い
つ
来
る
の
？
」
「
何
を
す

る
の
？
」
と
声
を
か
け
て
く
れ

ま
す
。

　

今
回
は
期
待
を
裏

切
ら
な
い
、
実
験
や

観
察
を
ふ
ん
だ
ん
に

取
り
入
れ
た
授
業
で

す
。

　

ま
ず
、
治
山
模
型

を
使
っ
て
「
森
林
の

あ
る
山
」
と
「
森
林

の
な
い
山
」
を
再
現

し
、
ジ
ョ
ウ
ロ
で
雨
を
降
ら
せ

て
、
森
林
の
働
き
を
実
証
し
ま

し
た
。

　

「
森
林
の
あ
る
山
」
に
降
っ

た
雨
水
は
す
ぐ
に
透
明
に
な
っ

て
ゆ
っ
く
り
と
ビ
ー
カ
ー
に
溜

ま
っ
て
い
く
の
に
対
し
、
木
も

枯
葉
も
な
い
土
が
む
き
出
し
の

「
森
林
の
な
い
山
」
の
模
型
か

ら
は
、
い
つ
ま
で
も
濁
っ
た
水

が
溢
れ
る
よ
う
に
流
れ
、
そ
の

様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
た
子

ど
も
た
ち
は
、
「
す
ご
い
、
す

ご
い
！
」
と
前
の
め
り
に
な
っ

て
二
つ
の
ビ
ー
カ
ー
を
見
比
べ

て
い
ま
し
た
。

　

次
に
「
土
壌
に
す
む
生
物
」

の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ

で
の
楽
し
み
は
、
絶
叫
、
恐
怖

体
験
さ
な
が
ら
の
豊
富
な
虫
た

ち
と
の
対
面
で
す
。

　

「
野
菜
」
や
「
枯
葉
」
、「
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
」
土
壌
生
物
に
よ
っ

て
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
の

確
認
は
、
皆
静
か
に
観
察
し
て

い
ま
し
た
が
、
本
校
校
庭
は
土

壌
生
物
の
宝
庫
、
土
壌
生
物
の

採
取
の
時
間
に
な
る
と
、
わ
ず

か
五
分
間
で
巨
大
な
カ
ブ
ト
ム

シ
の
幼
虫
を
五
、
六
匹
採
取
す

る
子
、
腐
っ
た
木
を
砕
い
て
虫

の
多
さ
に
悲
鳴
を
あ
げ
る
子
、

一
転
賑
や
か
な
実
習
に
な
り
ま

し
た
。

　

捕
ま
え
た
虫
た
ち
を
持
っ
て

教
室
に
戻
る
と
、
目
の
前
の
生

物
の
正
体
を
一
所
懸
命
突
き
止

め
よ
う
と
図
鑑
片
手
に
顕
微
鏡

を
凝
視
。

　

そ
し
て
、
「
珍
し
い
生
き
物

が
い
た
ら
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
す

よ
」
と
声
を
か
け
る
と
、
我
先

に
と
子
ど
も
た
ち
が
や
っ
て
き

て
、
珍
虫
の
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
大
き
な
カ
ブ
ト
ム

シ
の
幼
虫
を
拡
大
す
る
と
、
赤

い
斑
点
や
毛
、
湿
っ
て
光
る
胴

体
が
一
層
鮮
や
か
に
見
え
、
再

び
教
室
は
絶
叫
の
嵐
、
皆
、
鳥

肌
を
立
て
て
喜
ん
で

（!?）
い
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
っ
て
、
本
当
に

虫
が
大
好
き
で
す
ね
。

我こそはと珍虫を探す子どもたち

�

松
野
西
小
学
校
の

���

校
庭
は
昆
虫
博
物
館�

〈
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

�

ー
森
林
教
室
で

���������

炭
焼
き
体
験
ー�

〈
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉
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始
め
に
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

て
炭
の
種
類
や
利
用
法
を
説

明
し
、
白
炭
と
黒
炭
を
使
っ

た
実
験
を
し
ま
し
た
。
ノ
コ

ギ
リ
を
使
っ
て
の
切
断
で
は
、

黒
炭
は
簡
単
に
切
れ
る
の
に
、

白
炭
は
堅
く
て
時
間
を
か
け

な
い
と
な
か
な
か
切
れ
ず
、

黒
炭
と
の
違
い
に
驚
い
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
白
炭
を
木

の
棒
で
た
た
い
て
、
「
チ
ン
チ

ン
」
と
鉄
琴
の
よ
う
な
綺
麗

な
音
色
が
す
る
の
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
炭
焼
き
体
験
で

は
、
児
童
達
は
、
職
員
か
ら

手
順
や
注
意
点
を
聞
き
、
ブ

リ
キ
缶
の
中
に
、
も
み
殻
と

マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
や
ド
ン
グ
リ
、

折
り
紙
で
折
っ
た
鶴
や
手
裏

剣
な
ど
自
分
達
で
作
っ
た
物

を
詰
め
て
、
ド
ラ
ム
缶
の
た

き
火
の
中
へ
並
べ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

に
包
ん
だ
サ
ツ
マ
イ
モ
が
炭

に
な
る
か
に
つ
い
て
の
実
験

も
し
ま
し
た
。
た
き
火
に
入

れ
て
、
約
三
〇
分
た
っ
た
頃
、

ブ
リ
キ
缶
か
ら
出
る
煙
の
色

が
透
明
に
な
る
一
方
で
、
児

童
達
は
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
の
中

身
が
気
に
な
る
様
子
で
し
た
、

　

ど
ち
ら
も
た
き
火
の
中
か

ら
取
り
出
し
、
ブ
リ
キ
缶
が

冷
め
る
の
を
待
つ
間
に
ア
ル

ミ
ホ
イ
ル
を
開
け
る
と
、
サ

ツ
マ
イ
モ
は
皮
等
の
表
面
だ

け
が
黒
く
焼
け
、
残
念
な
が

ら
炭
に
は
な
ら
ず
、
焼
き
芋

と
な
り
、
み
ん
な
で
美
味
し

く
食
べ
ま
し
た
。

　

焼
き
芋
を
食
べ
終
わ
る
頃

に
、
冷
え
た
缶
を
開
け
る
と
、

折
り
鶴
や
手
裏
剣
、
ド
ン
グ

リ
、
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
な
ど
は

ち
ゃ
ん
と
炭
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

な
お
、
今
年
最
後
の
六
回

目
と
な
る
八
面
山
登
山
は
、

一
一
月
に
実
施
し
、
樹
木
の

紅
葉
等
を
楽
し
む
予
定
で
す
。

　

一
〇
月
一
九
日
、
高
知
県
宿

毛
市
立
小
筑
紫
小
学
校
で
五
年

生
一
二
名
を
対
象
に
本
年
度
四

回
目
の
森
林
教
室
「
八
面
山
登

山
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
白
炭
の
音
色
を
楽
し
む
」

　

準
備
運
動
の
後
、
登
山
口
を

出
発
し
、
歩
道
沿
い
の
樹
木
や

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
な
ど
を
学

習
し
な
が
ら
、
約
一
時
間
で
八

面
山
山
頂
（
一
，
一
六
五
ｍ
）

に
到
着
し
ま
し
た
。

　

山
頂
で
は
、
こ
こ
が
高
知
県

と
愛
媛
県
の
県
境
で
あ
る
こ
と

を
話
す
と
、
登
山
の
疲
れ
も
忘

れ
て
驚
き
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
遠
く
に

見
え
る
三
本
杭
（
滑

床
山
一
，
二
六
六

ｍ
）
が
、
土
佐
藩

と
宇
和
島
藩
と
吉

田
藩
と
が
そ
れ
ぞ

れ
の
領
地
の
境
と

し
て
杭
を
た
て
た

こ
と
か
ら
「
三
本

杭
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ

「八面山山頂」

�

「
八
面
山
登
山
」

〈
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉



	 グリーン四国	 №1124	 2013（H25）11 月号

― 8 ―

　

一
〇
月
一
八
日
、
岩
佐
の
関

所
～
段
ノ
谷
山
で
、
高
知
県
室

戸
市
立
佐
喜
浜
小
学
校
三
～
四

年
生
一
五
名
と
保
護
者
四
名
を

対
象
に
、
親
子
山
の
学
習
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
親
子
山
の
学
習
は
、
地

域
の
自
然
や
歴
史
と
文
化
に
つ

い
て
学
ぶ
事
を
目
的
と
し
て
毎

年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
も
事
前
に
資
料
を
渡
し

学
習
し
て
も
ら
い
、
実
際
に
史

跡
、
樹
木
を
比
べ
な
が
ら
の
学

習
と
な
り
ま
し
た
。

　

岩
佐
の
関
所
に
お
い
て
は
、

関
所
の
役
割
、
参
勤
交
代
の
目

的
の
説
明
、
近
く
に
あ
る
「
子

育
て
幽
霊
」
の
墓
の
見
学
な
ど

を
し
ま
し
た
。
ま
た
今
回
は
、

佐
喜
浜
小
学
校
の
歌
詞
に
あ

る
、
岩
佐
の
清
水
で
校
歌
を
合

唱
し
、
歌
詞
の
内
容
の
意
味
を

実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
野
根
山
街
道
沿
い

の
佐
喜
浜
地
区
を
一
望
で
き
る

場
所
で
昼
食
を
取
っ
た
後
、
天

然
杉
の
あ
る
段
ノ
谷
山
を
目
指

し
て
歩
き
、
道
中
特
徴
的
な
樹

木
の
説
明
や
、
イ
ノ
シ
シ
の
沼

田
場
（
ぬ
た
ば
）
の
説
明
を
す

る
と
、
初
め
て
見
た
の
か
歓
声

を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

野
鳥
観
察
で
は
バ
ー
ド
コ
ー

ル
を
夢
中
で
鳴
ら
し
、
そ
れ
に

野
鳥
が
応
え
る
場
面
も
あ
り
、

野
鳥
を
身
近
に
感
じ
て
い
ま
し

た
。

　

段
ノ
谷
山
で
は
三
年
生
が
作

成
し
た
「
木
化
け
杉
」
「
カ
ニ

杉
」
の
看
板
の
取
り
付
け
を

行
っ
た
後
、
天
然
ス
ギ
の
名
前

の
由
来
な
ど
を
説
明
し
な
が
ら

下
っ
て
い
き
ま
し
た
。
児
童
は
、

天
然
ス
ギ
の
個
性
あ
る
姿
に
お

ど
ろ
い
た
り
、
メ
モ
を
と
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

　

下
山
後
、
感
想
を
聞
い
た
と

こ
ろ
口
々
に
「
楽
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
山
の
学
習
で
自
分
た

ち
の
住
む
地
域
の
歴
史
を
学
ん

だ
り
、
普
段
触
れ
る
こ
と
の
な

い
樹
木
や
野
鳥
な
ど
を
観
察
す

る
こ
と
で
、
と
て
も
よ
い
経
験

と
を
話
す
と
、
驚
い
て
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
そ
こ
か
ら
続
く
ブ

ナ
林
に
到
着
し
、
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
「
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
」

と
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ビ
ン
ゴ
」
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

児
童
達
は
、
八
面
山
登
山
、

森
林
教
室
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
を
通
じ
て
、
森
林
の
働
き
と

大
切
さ
を
学
び
、
忘
れ
ら
れ
な

い
秋
の
思
い
出
と
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

岩
佐
の
関
所
跡
で
の
説
明
の
様
子

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

※
佐
喜
浜
小
学
校
歌
詞

　

岩
佐
の
清
水
絶
え
間
な
く

　
　

流
れ
て
つ
い
に
海
と
な
り

　

佐
喜
浜
の
砂
つ
も
り
て
は

　
　

野
根
の
山
と
も
な
り
ぬ

岩
佐
の
清
水
で
校
歌
合
唱

�

「
親
子
山
の
学
習
」

〈
安
芸
森
林
管
理
署
〉
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一
一
月
一
日
、
野
根
山
街
道

風
景
林
に
お
い
て
奈
半
利
町

立
奈
半
利
小
学
校
六
年
生
一
九

名
、
保
護
者
一
二
名
、
教
職
員

二
名
を
対
象
に
野
根
山
街
道
散

策
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
地
域
の
歴
史
学

習
と
、
親
子
で
長
い
道
の
り
を

歩
き
ぬ
く
体
力
・
精
神
力
を
養

う
事
を
目
的
に
、
三
〇
年
以
上

前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

野
根
山
街
道
は
高
知
県
奈
半

利
町
か
ら
東
洋
町
を
結
ぶ
山
道

で
、
古
く
は
紀
貫
之
の
土
佐
入

国
や
参
勤
交
代
に
も
利
用
さ
れ

た
歴
史
あ
る
街
道
で
す
。

　

今
回
の
ル
ー
ト
は
、
北
川

村
の
野
川
林
道
か
ら
出
発
し
、

装そ
う
し
よ
く束

峠と
う
げ、

宿や

ど

や屋
杉す

ぎ

、
米
ヶ
岡

ま
で
の
一
〇
・
六
㎞
の
コ
ー
ス

と
な
り
、
生
徒
を
二
班
に
分
け
、

野
根
山
街
道
の
史
跡
や
代
表
的

な
樹
木
の
説
明
、
野
鳥
観
察
を

し
な
が
ら
散
策
し
ま
し
た
。

　

道
中
、
変
わ
っ
た
形
を
し
た

樹
木
や
、
動
物
が
虫
や
汚
れ

を
落
と
す
た
め
に
泥
を
浴
び
る

沼ぬ

た

ば

田
場
の
説
明
を
す
る
と
初
め

て
見
た
の
か
歓
声
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
街
道
に
あ
る
史
跡
の

名
前
の
由
来
や
、
妖
怪
伝
説
を

説
明
し
、
自
分
の
住
む
地
域
の

歴
史
を
勉
強
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

野
鳥
観
察
で
は
当
署
で
手
作

り
し
た
バ
ー
ド
コ
ー
ル
を
配
布

す
る
と
夢
中
で
音
を
鳴
ら
し
て

い
ま
し
た
。
バ
ー
ド
コ
ー
ル
に

野
鳥
が
応
え
る
場
面
も
あ
り
、

野
鳥
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

今
年
も
児
童
は
と
て
も
元
気

で
、
最
後
に
長
い
下
り
が
数
キ

ロ
続
く
箇
所
で
も
、
弱
音
を
吐

か
ず
楽
し
そ
う
に
し
ゃ
べ
り
な

が
ら
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　

下
山
後
、
感
想
を
聞
い
た
と

こ
ろ
口
々
に
「
初
め
て
見
た
も

の
が
多
く
楽
し
か
っ
た
」
と
笑

顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
保
護
者
の
中
に
は
小
学
生
の

頃
、
四し

ろ

う郎
ヶ
野ね

峠と
う
げか

ら
出
発
す

る
、
約
二
〇
㎞
の
ル
ー
ト
を
散

策
し
た
人
も
お
り
「
今
回
の

ル
ー
ト
は
楽
だ
っ
た
」
と
の
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

野
根
山
街
道
散
策
を
通
じ

て
、
児
童
達
は
普
段
ふ
れ
る
こ

と
の
な
い
樹
木
や
野
鳥
を
観
察

す
る
こ
と
で
、
よ
り
自
然
を
身

近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
よ

う
で
し
た
。
ま
た
、
長
く
て
き

つ
い
道
の
り
の
中
、
友
達
同
士

で
励
ま
し
合
っ
た
り
、
親
子
で

ふ
れ
あ
っ
た
り
す
る
な
ど
、
良

い
思
い
出
作
り
の
機
会
に
な
っ

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

宿屋杉の前で“はい”ポーズ

�

「
野
根
山
街
道
散
策
」

〈
安
芸
森
林
管
理
署
〉


